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第 14 回木津川出張所管内河川レンジャー運営会議 

議事概要 

 

日時：平成２４年１０月１９日(金）１４：０５～１６：２０ 

場所：京田辺市立中部住民センター研修室 

出席者：委員１５名、傍聴者１名、事務局８名 

 

１．決定事項 

・柴垣治男氏が木津川出張所管内河川レンジャーとして任命された。 

・本日の議論を踏まえ、レンジャー会議等で今後議論を深め、平成 25 年度河

川レンジャー展開計画を検討、策定する。 

 

２．意見等（・意見、→直前の意見に関連した議論） 

■新規河川レンジャーの活動の抱負について 

・川を汚すのは川を知らないから。川で遊ぶと川の生き物に関心がいくよう

になり、川を綺麗にしたいという気持ちが働く。もっと川に気軽に近づき、

親しんでもらい、川を身近なものとしてとらえてほしい。 

・親子で川に親しんでもらうことを重視している。 

・由良川の伝統的な漁具（ガワ）をつかったアユとりの活動を考えている。 

・今年は大水の影響で河床の状況が変わってきている。大きな出水で岩など

が洗われれば、アユの好む珪藻が生えることが考えられる。人工的に同様

の現象が起こせないものかと考えている。（以上、新規レンジャー） 

・新規レンジャーは地元で様々な先進的な取り組みを行ってきており、十分

な実績と力量があるため、地元密着型の河川レンジャーとしてすぐに活躍

するものと思われる。 

・生き物が長くすめる木津川が求められてきているので、生物にやさしい川

づくりを考えていってほしい。 

・木津川では連携活動が特徴となっており、今後は新規レンジャーを加え、

管内全レンジャーで連携して活動を実施していきたい。 

 

■平成 24 年度活動報告について 

（山村河川レンジャー） 

・“木津川を身近にする”をテーマとして活動に取り組んでいる。木津川を

知ってもらうための副読本（生物や川の歴史などを網羅したもの）をぜひ
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作りたいと考えている。 

・子どもが遊べる川がなくなりつつある今、木津川は貴重な場所である。 

・ライフジャケットの数が活動の規模を決めるようになってきており、数が

足りないために参加希望者を断らざるを得ない状況となっている。 

・現場での活動の中でトイレは非常に重要である。なんとか整備していただ

けないか。 

・来年は山城大水害 60 周年を迎えるため、節目の年としての活動に取り組み

たい。 

 

（福井河川レンジャー） 

・過去の活動の中で、のべ 1,500 名もの親子が木津川に親しんできた場であ

る山城大橋付近のワンドに消失の恐れがでてきている。ワンドを残すため

にワークショップなどで議論を始め、その結果を夢プランとしてまとめた。

今後、河川行政に取り入れてもらえるよう、各自治体、淀川河川事務所に

働きかけていきたい。 

 

（山田河川レンジャー） 

・活動実施の際には、地域連携の視点から、地域で活動している団体と共催

して取り組むようにしている。 

・河川整備計画の進展が目に見えるようになってきており、地域が少しずつ

変わりはじめている。計画の展開と住民の声を反映した川づくりをどう関

連付けていくのかが課題である。川を変えるのであれば多自然などの工法

が望ましいと考える。 

・施設説明や会場の紹介など、自治体の協力で活動がスムーズに行うことが

できた。 

 

（田中河川レンジャー） 

・近畿子どもの水辺交流会の参加に向け、子どもたちと水辺調査を実施して

いる。出水などさまざまな現象に対して姿を変えていく木津川や生き物た

ちの動きを学んでいる。 

・定点で写真撮影を行い、変動する木津川の姿を記録するようにしている。 

 

（連携活動について） 

・木津川のクリーンアップに取り組んでいるが、近年参加者が固定化してき

ている。活動を拡大するための取り組みに、自治体にもご協力いただきた

い。 
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・木津川まつりでは、市役所で実施したことにより、たくさんの方に参加し

ていただけた。他の出展者の交流も持つことが出来てよい活動であるが、

河川レンジャーとして何ができるのかをしっかり考えていきたい。 

・夏季の活動では熱中症対策が欠かせないので、一層の支援をお願いしたい。 

・防災の取り組みについては、関係する自治体と早く調整を行い、齟齬のな

いように努めたい。 

→自治体には河川レンジャーとの積極的な連携を考えていただきたい。同様

の企画であれば協働する試みを始めてほしい。 

 

■今後の活動の展開について 

・管内では古川で水難事故があり、子どもを水難事故から守る取り組みへの

機運が高まっている。河川レンジャーには子どもを川から遠ざけるのでは

なく、正しい知識をもって川に親しんでもらうための安全指導の取り組み

を学校などとも連携して進めてほしい。 

・山城大水害 60 周年について、自治体などで取り組む予定はあるのか。 

→現在、具体的な予定は聞いていないが、わかり次第連絡したい（井手町）。 

・山城大水害を経験した生き字引が高齢となり、数少なくなっている。ぜひ

聞き取り調査をしたいので、紹介をお願いしたい。また、自治体でも調査

を進めてほしい。 

・管内の土地利用の状況が昔とは変わってきており、出水被害もこれまでと

は異なる早さ、場所などで発生するようになってきている。中小河川など

を対象とした取り組みが必要なのではないか。 

・木津川管内では、レンジャー全体から見ても平均以上の活動状況であり、

活発に活動が行われていることがわかる。一方で水利用、防災に関する活

動が数少ないため、これらの分野について力を入れて取り組んでいく必要

があるのではないか。 

 

■今後のスケジュールについて 

・京都環境フェスティバルなど、河川レンジャー活動は今後も数多く予定さ

れている。自治体の協力なしには川づくりには取り組めない。相互理解の

ため、自治体委員にはぜひ一度活動に参加してみてほしい。 

 

以上 



 4

第 14 回木津川出張所管内河川レンジャー運営会議 
 出席者名簿 

 

 分　　類 氏　　名 所　　属　　等 備　　考

同志社大学　理工学部環境システム学科

准教授

京都府　山城北土木事務所
管理室　室長

八幡市　都市整備部
道路河川課　課長

久御山町　事業建設部
建設整備課　課長

近畿地方整備局
淀川河川事務所　木津川張所　所長

山田
やまだ

　信人
のぶひと

福井
ふくい

　波
なみ

恵
え

地元見識者
運営会議代表者

河川レンジャー

山村
やまむら

　武正
たけまさ

光田
みつだ

　重幸
しげゆき

谷口
たにぐち

　美智子
み ち こ

柴垣
しばがき

　治男
はるお

木津川出張所管内河川レンジャー

木津川出張所管内河川レンジャー

木津川出張所管内河川レンジャー

田中
たなか

　実
み

知
ち

世
よ

木津川出張所管内河川レンジャー

運営会議代表河川レンジャ－

精華町　事業部　監理課　課長

木津川市　建設部　管理課　課長

井手町　建設課　理事

城陽市　都市管理部　土木課長

京田辺市　建設部　施設整備課　課長

国土交通省 井上
いのうえ

　高
たか

好
よし

新道
しんどう

　広
ひろ

知
のり

沿川自治体

奥田
おくだ

　泰嗣
やすし

岡田
おかだ

　有
ゆう

資
し

嶋本
しまもと

　市朗
いちろう

敬称略

松下
まつした

　三
さ

十
と

年
し

中村
なかむら

　秀一
ひでかず

NPO法人「京・流れ橋食彩の会」　理事長

欠席

代理：吉本 慶太　主幹

木津川出張所管内河川レンジャー推薦者
河川レンジャー

（推薦者）

代理高
たか

田
だ

　太
ふとし

浦
う ら

西
にし

　伊
い

久
く

夫
お


